
課題

北条トンテンカン帝国
講義中に出された下記の課題に対し、

230人の東工大生が真剣に考えて提出したなかから、

個性ゆたかな７つの作品を選んでお届けします。

合戦でなく造営を国の柱に選んだが
ゆえに、忘れ去られた北条大帝国。
そんな北条の国の〈誰か〉になったつ
もりで、講義内容を踏まえてお国自
慢をしてみて下さい。

私は です。



いきなり
神様視点

F.U.さん

S.M.さん

じいはしかと
見ております

Y.M.さん

公共事業
のはしり

N.O.さん

外国産鳥居

すごくね？

T.M.さん

T.G.さん

安定成長
同じだね

大工さんは
大人気でした

H.O.さん

敢えて注：おなじみ(一部のかたに）文体でノリよく北条農民になりきっていただ
いたところが「歴史を体感する」という出題意図に沿っていると判断しました。

注：七五三は、まだあの時代一般的ではなかっただろうけど、
このシンプルな中に先週の甲斐との比較まで織り込んだところが秀逸でした。


